
配
分
で
あ
る
。
 

自
巳
の

ペ
ー
ス
を
守
れ
。
 他
を
み
れ
ば
ス
ピ
ー
 

ド
は
お
ち
る
。
 

勉
強
法
を
エ
夫
せ
よ
。

興
味
あ
る
勉
強
は
能
率

を
あ
げ
る
．
 

断
じ
て
中
途
で
止
め
る
な
。
 中
断
は
ゼ
ロ
で
あ
 

る
。
 

成
功
者
の
言
に

耳
を
傾
け

よ
。
苑
を
照
ら
す
灯

だ
。
 

現
状
に
対
し
て
素
直
で
あ
れ
・
批
評
家
に
女
る

の
は
合
格
し
て
か
ら
で

よ
い
。
 

謙
虚
に
反
省
せ
よ
。
 向
上
へ
の
ク
ッ

シ
ョ
 ン
で

あ
る
。
 

大
胆
に
し
て
細
心
で
あ

れ
。
 小
心
ど
粗
放
に
勝
 

利
は
な

い
。
 

（
赤

尾
好

夫
）
 

＝ニ明治100 年ニ＝ 

  

」
、

、
 

！
ノ
 

七
、
 

＼
、
 

ノ
 

  

勉
 
強
 
十
 

戒
 

一
、
学
習

の
計
画
を
立
て
よ
、
計
画
の
女
い
ど
こ
ろ

に
成
功
は
α
い
。
 

ニ
！
精
神
を
集
中
せ
ょ

c
集
中

の
度
合
い
は
理
解
の

度
合

い
で
あ
る
。
 

三
、
無
駄
を
省
け
『
 
戦
略
の第
一
は
時
間
の
合
理
的
 

昭和33年 9 月相日第三種郵便物認可 

佐

々
木
市
長
は
、

去
る
十
月

三
日
、
八
月
の
集

中
豪
雨

の
被

害
状

況
を
視
察
に

き
た
参

議
院

建
設
委
員
会
災
害

地
視
察

団
に

対
し

て
、
旧
十
川
．
松
野
木
川

改
修
、
お
よ
び
飯

詰
川
多
目

的

ダ

ム
の
早
期
着
工
を
精
力
的
に
 

陳
情
し
ま

し
た
が
、
 

参
議

院
建

設
委
員
会

は
第
十
九

回
国
会
閉

会
後
の

十

一
月
十

一
】
 

日
開
か
れ

視
察
団
の

沢
田
政
治

氏
は
、

つ

ぎ

の
よ
う

に
説
明
し

ま
し
た
。
 

「
青
森
県

で
は
、
八

月
中
旬

の

集
中
豪
雨

の
は
ん
ら

ん
で
、

五

所
川
原
市

等
に
大

き
 

な
被
害
を
も
た
ら
し

た
岩
木
川

の
支
流
旧
十

川
を
中
心
に
、

治

水
に
つ
い
て
調
査
い

た
し
ま
し

た
。
 

旧
十
川
は
、

岩
木
川
合
流
点

ま
で
約
二
十
キ
ロ
の

中
河
川
で

あ
り
ま
す
が
、
土
砂
が
堆
積
し
 

河
川
敷

に
は
高
さ
数

メ
ー
ト

ル

の
雑
木
が
繁
茂
す

る
荒
廃
河
川

で
あ
り
ま
し

た
。
 し
か
し
、
両

岸

に
広
が
る
三
千

六
百

ヘ
ク
タ
 

ー
ル
の
水
田
の
排
水

に
加
え
、
 

最
近
で
は
平
川
、
浪
岡
、
小
田

川
の
各
土
地
改
良
事
業

の
排
水

路
が

い
ず
れ
も
合
流
す
る
ニ
と

と
な

つ
た
た
め
、
わ
ず
か

五
十

ミ
リ
の
降
雨
に
も
溢
水
し
、

ま

た
排
水
不
能
と
な
る

あ
り
さ
ま

で
、
地
区
住
民
は
旧
十
川
の
改

修
の
早
期
着
工

を
熱
望
し

て
お

り
ま
し
た
。
 

四
十
年
度
ょ
り
の
治
水
五
か

年
計
画
を
見
て
も
、
東
北
管
内

の
四
十
二
年
度
末

に
お
け
る
進

捗
率
は
約
六
十
五
％
と
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
が
あ

ま
り
に
も
大
河
川
中

心
に
片
寄

り
過
ぎ

て
は
い
な
か
つ
た

か
、
 

ま
た
農
業
政
飛
と
の
関
連

に
お

い
て
、
治
水
問
題
が
軽

々
に
扱

わ
れ
て
は
い
な
か

つ
た
か
ー
種
 

・

々
の
疑
念
を
抱
か
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

本
川
岩

木
川
は
下
流
部

分
の

改
修
が
ほ

と
ん
ど
完
了
し

て
お

り
ま
す
の
で
、

そ
の
た
め
に
未

改
修
部
分
の
支
派
川
に
集
中
的

に
負
担
が
加
わ
り
，

現
に
岩
木

本
川
の
逆
流
が
溢
水
し

た
と
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

本
川
の
改
修
と
あ
わ
せ

て
、
 

関
連
す
る

中
・
小

支
派
川
の
改

修
に
も
十
分

な
配
慮

の
上
水
系
 

一
貫
の
治
水
対
策
の

確
立
が
絶

対
に
必
要
で
あ
る
と
痛
感

い
た

し
ま
し
た
。

」
 

ま
た
、
同
行
し
た
建
設
省
河

川
局
長
の
坂
野
重
信
氏
は
、
各

委
員

の
質
間
に
つ
ぎ

の
よ
う
に

答
え
ま
し

た
。
 

「
（
前
略
）
本
年
度

に
お
き

ま
し
て
も
す
で

に
内
地
に
お
き

ま
し
て
は
直
轄
河
川
の
事
業
費

よ
り
も
中
小
河
川
の
、
補
助
河

川
の
ほ
う
の
事
業
費

の
ほ
う
が

上
回
つ

て
お
る
と
い
う
歴
史
的

な

ー
つ
の
変
遷
を
来
た
し
て
お

り
ま
し

て
、
新
五
か
年
計
画
に

お
き
ま
し
て
も
、
ひ
と
つ
中
小
 

河
川
あ
る
い

は

都
市
河
川
と
い

う
も
の
を
重
点

的
に
実
施
し
て

い
き
た
い

と
い

う
ふ
う

に
考
え

て
お
り
ま
す
．
 

岩
木
川
に
つ

き
ま
し

て
も
、
 

必
ず
し
も
本
川

は
完
成
段
階
に

至
つ
て
お
り
ま

せ
ん
。
 

し
か
し
最
近

の
雨
の
降
り
方

が
、
岩
木
川
全

体
と
し

て
一
様

に
雨
が
降
る
と

い
う
よ
う
な
気
 
 

象
現
象
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

も
ご
ざ

い
ま
し
て
，
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
支
川
の
小
さ
な
旧
十

川
等

の
災
害
が

ふ
え
て
お
り
ま

す
。
 

旧
十
川
に
つ
き
ま
し
て
は
い

ろ
い
ろ
原
因
が
あ
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
流
域
の
開
発
が
急

激
に
進
ん
で

宅
地
化
が
進
ん
で

き
た
と
い
う
よ
う
な
関
係
も
ご

ざ
い
ま
し
て
、
私
ど
も
そ
の
辺

を
十
分
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
 

ひ
と
つ
特
に
旧
十
川
に

つ
き
ま

し
て
は
明
年
度
あ
た
り
か
ら
、
 

少
な
く
と
も
局
部
的
に
も
ひ
と

つ
事
業
の
着
工
を
は
か
つ
て
ま

い
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
目

下
い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
実
施
中

で
ご
ざ

い
ま
す
。
」
 

以
上

の
よ
う
な
河
川
局
長
答

弁
に
あ
る
よ
う
に
、
河
川
局
で

は
積
極
的
に
旧
十
川
に
取
り
組

み
、
十

一
月
十
五
日

に
は
渡
辺

補
佐
、

野
呂
事
務
官
、
東
北
地

方
建
設
局
長
ら
が
、
市
内
の
関

係
地
域
を
現
地
調
査
し
、

そ
の

見
通
し
は
明
る
い
も
の

と
な
り

総
事
業
費
十

億
円
と
い
う
地
域

住
民
永
年
の
念
願
の
旧
十
川
改

修
工
事
は
、
松
野
木
川
改
修
工

事
と
併
わ
せ
早

け
れ
ば
来
年
度

か
ら
で
も
本
格
的
工
事

に
着
手

す
る
も
の
で

は
な
い
か
と
期
待

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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年

末
 
で
 す
 

大
金
の

持
ち
運

び
に
は
充
分
な
ご

注
意
を
。
 

二
人
以
上
で
、

車
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。
 

ス
リ
は
あ
な

た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
区
防
犯
協
会

五
 所
 
川
 原
 
警
 
察
 
署
 

目
標
額

ま
で
あ
と
一
息
 

ー
市
 
の
 
共

同
募
金
運

動
 

473,957円 市共同募金 11 月末日現在 
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小
小
小
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小
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小
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小
小
小

小
小
 
中
中
中
中
中
所
 

標

の
栄
 
「

谷
島
屋r
 「
 

N
I
 

 

島
岡

川
門

詰
木

野
泉
坪
舘
 
詰

好
和
橋
役
 

市政ニユース 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年

度
の
学
校
保
健
教
育
活
動
の
優

良
校
を
審
査
し

て
い
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
栄
小
学
校
（
小
笠
原

尚

一
校
長
・
児
童
四
二
〇
名
）
 

を
市
内
初
の
県
一
に
決
め
、

十

二
月
十
八
日
頃
同
校
で
伝
達
表

彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
審
査
は
、
さ
き
の
書
類

審
査
と
去
る
十
月
二
十
八
日
の

石
崎
弘
大
教
授
、
辻
県
薬
剤
師

会
長
、
古
川
県
教
委
保
健
体
育

課
指
導
主
事

の
校
内
審
査
に
よ

る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
同
校
児
童
が
、
国

や
県
や
近
隣
の
学
校
の
平
均
に

比
べ
て
、
体
位

が
数
宇
的

に
劣

つ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
同

校
で
は
、
そ
の

原
因
の
究
明
と

同
時
に
、
体
と

心
と
生
活
を
土

台
に
し
て
健
康

で
勉
強
に
は
げ

む
子
に
し
よ
う

と
、
体
力
づ
く

り
三
年
計
画
を

考
え
組
織
活
動

保
健
管
理

・
保

健
教
育
を
基
本

と
し
た
一
一
十一

項
目
に
わ
た
る
 

十
二
月
一
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
、

，
共

同
募
金
運
動
の
一
環

と
し
て
第
十
八
回
歳

末
助
け
合
い
運
動
が

全
国
い
つ
せ
い
に
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
N
 

H
K

、
中
央
共
同
募

金
会
、
H
N
K
厚
生

文
化
事
業
団
の
共
催

厚
生
省
郵
政
省
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会

の
後
援
で
行
な
わ
れ

る
も
の
で
、
市
民
の

善
意
は
も
よ
り
の
郵
 
 

学
枚
保
健
年
間
計
画
を
重
点
的

に
教
育
目
標
に
と
り
あ
げ
、
対

馬
昭
幸
校
医
を
は
じ
め
小
笠
原

校
長
、
 二
P
教
頭
、
，
阿
部
保

健
主
事
、
今
養
護
教
諭
、
木
村
 

P
T
A
会
長
を
中
心
に
全
教
員

が
文
字
ど
お
り

一
丸
と
な
つ
て

と
り
く
み
ま
し
た
。
 

と
く
に
ま
た
、
児
童
の
自
主

的
な
保
健
活
動
の
発
表
の
場
で

あ
る

「
私
の
研
究
」
や
「
く
ら

し
の
研
究
」
 
「健
康
教
育
の
歩

み
」
な
ど
数
多
く
の
健
康
記
録

集
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う

で
す
。
 

便
局
や
市
福
祉
事
務
所
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
 

市
社
会
福
相
協
議
会
で
は
、
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市
民

生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
、
市

婦
人
連
絡
協
議
会
、
市
青
年
団

協
議
会
、
市
町
内
会
連
合
会
、
 

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
、
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
な
ど
に
巾
広
く

呼
び
か
け
、
市
民
の
協
力
を
待

つ
て
い
ま
す
。
 

き
び
し
い
年
の
瀬
が
、
も
う

す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
 

恵
ま
れ
な
い
方
々
に
、
い
く
ら

か
で
も
暖
か
い
正
月
を
過
ご
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
 

十
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
つ
て

い
る
こ
と
し
の
共
同
募
金
運
動

は
、
市
民
の
善
意
を
結
集
し
、
 

と
く
に
児
童
生

徒
、
先
生
方
の

協
力
が
あ
り
、
 

ま
た
市
民
生
児

童
委
員
連
絡
協

議
会
、
市
身
体

障
害
者
福
祉
会

手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
の
み
な
さ

ん
方
の
街
頭
募

金
に
よ
り
、
非

常
な
盛
り
あ
が

り
の
う
ち
に
進

ん
で
お
り
ま
す

こ
の
運
動
は
十

二
月
末
日
ま
で

で
す
が
、
別
表

の
よ
う
に
十
一

月
末
日
ま
で
の

中
間
募
金
の
よ
 
 

う
す
を
お
知
ら
せ
し
て
、
よ
り

以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
g
す
。
 

みんなで明かるいお正月を 

（効果をあげてる学校保健年間計画表） 

（共募運動は10月 1 日の街頭募金で幕あけ） 

②
 

栄
 
小
学校
が

県
 
一
 
」
 

保
健
教
育

優
良
校
決

ま
る
 



鶴又 さ んが 

藍綬褒章と県褒賞 

市政ニユース ③
 

政
府
は
今
年

秋
の
国
家
褒
章

の
受
章
者
を
発

表
し
ま
し
た
が

市
内
本
町
原
又

三
郎
（
6
0）
さ
ん

が
栄
あ
る
藍
綬

褒
章
を
受
賞
し

こ
の
程
東
京
芝

浦
公
園
機
械
振

興
会
館
で
伝
達

を
う
け
ま
し
た

原
さ
ん
は
、
 

昭
和
二
十
年
十

一
月
五
所
川
原

町
商
工
会
を
設

立
し
、
終
戦
の

経
済
混
乱
と
、
 

昭
和
ニ
十
三
年
、
東
奥
日
報

社
で
は
創
業
穴
十
周
年
と
紙
令

二
万
号
を
記
念
す
る
事
業
の

ー
 

つ
と
し
て
東
奥
賞
を
制
足
し
、
 

こ
れ
ま
で
県
内
産
業
経
済
・
学

術
・
文
化

・
社
会
事
業
・

ス
ポ
 

ー
ッ
な
ど
各
方
面
に
著
し
く
貢

献
、
あ
る
い
は
活
躍
し
た
人
々

を
顕
彰
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

と
し
は
第
二
十
一
回
で
市
内
鶴

ケ
岡
の
長
尾
角
左
衛
門
（
8
7）
さ

ん
他
三
氏
に
き
ま
り
、
東
奥
日

報
創
刊
記
念
日
の
十
二
月
六
日

東
奥
日
報
社
で
贈
呈
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

長
尾
さ
ん
は
三
好
村
役
場
書

記
時
代
の
明
治
三
十
四
年
に
、
 

水
害
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
藻

川
下
流
の
岩
木
川
を
真
つ
す
ぐ

に
す
る
た
め
、
 ひ
と
り
、
時
の
 
 

昭
和
十
九
年
、
 二
十

一
年
の
再

度
に
わ
た
る
大
火
に
よ
る
経
済

の
再
建
不
能
の
状
態
の
と
き
に

あ
た
り
、
会
長
と
し
て
不
眠
不

休
の
尽
力
を
し
今
日
の
五
所
川

原
発
展
の
基
礎
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。
 ま
た
昭
和
二
十
ニ
年
に

は
産
業
経
済
の
再
建
発
展
は
広

域
組
織
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
 

北
郡
全
域
を

一
丸
と
す
る
社
団

法
人
北
津
軽
郡
商
工
会
議
所
の

設
立
を
計
画
、
設
立
発
起
人
と

な
り
、
推
さ
れ
て
副
会
頭
に
就

任
、

つ
づ
い
て
二
十
五
年
四
月

に
会
頭
に
推
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
年
特
珠
法
人
五
所

川
原
商
工
会
議
所
に
組
織
を
変

更
し
、
会
頭
に
推
さ
れ
本
年
三

月
退
任
ま
で
、
会
頭
・
副
会
頭

と
し
二
十
一
年
余
の
長
い
間
地

方
産
業
の
振
興
に
尽
さ
れ
ま
し

た
。
 原
さ
ん
は
ま
た
、
こ
と
し

の
県
褒
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
 

山
内
県
知
事
に
陳
情
を
繰
り
広

げ
て
以
来
、
明
治
四
十
三
年
に

岩
木
川
改
修
期
成
同
盟
会
の
常

任
幹
事
と
な
り
、
昭
和
七
年
に

は
会
長
、
さ
ら
に
二
十
三
年
弘

前
市
を
中
心
と
し
た
岩
木
川
関

係
団
体
の
総
合
に
よ
る
岩
木
川

水
利
調
整
会
の
副
会
長
な
ど
を

歴
任
、
身
銭
ま
で
切
つ
て
残
し

た
事
業
は
広
大
な
開
田
と
し
て

残
り
、
岩
木
川
の
治
水
の
み
な

ら
ず
、
十
川
の
堤
防
な
ど
に
も
 

「
長
角
堤
」
の
名
称
が
残
つ
て

い
る
程
「
治
水
の
父
」
と
し
て

有
名
で
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
長
尾
さ
ん
は

明
治
年
間
か
ら
、
治
水
と
制
水

に
主
導
的
な
役
割
り
を
果
た
し

た
ほ
か
、
浅
瀬
石
川
の
河
水
統

制
事
業
で
は
国
内
の
先
駆
者
と

し
て
多
目
的
な
沖
浦
ダ
ム
を
完

成
さ
せ
戦
後
も
目
屋
ダ
ム
着
工

の
原
動
力
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
つ
て
昭

和
七
年
緑
綬
功
労
章
、
同
十
八

年
紅
綬
功
労
章
、
同
ニ
十
八
年
 
 

藍
綬
褒
章
、
同
三
十
五
年
日
本

河
川
協
会
長
賞
、
同
三
十
九
年

勲
五
等
旭
日
双
光
章
な
ど
を
受

章
し
ま
し
た
。
 

長
尾
さ
ん
は
ま
た
、
若
い
こ

ろ
か
ら
三
好
村
議
会
議
員
六
期

三
好
村
長
、
北
津
軽
郡
議
会
議

員
四
期
、
県
議
会
副
議
長
、
市

議
会
初
代
議
長
を
勤
め
た
ほ
か

終
戦
後
「
三
好
村
誌
」
一
昨
年
 

「
岩
木
川
物
語
」
 
の
大著
を
世

に
出
し
、
現
在
も

「
思
い
出
」
 

の
執
筆
と
国
士
地
理
院
発
行
の

五
万
分
の

ー
の
地
図
の
誤
り
を

是
正
す
る
た
め
に
心
血
を
注
い

で
い
ま
す
、
 

市
役
所
に
勤
労

感
謝
 

十
一
月
ニ
十
三
日
は
勤
労
感
謝

の
日
で
、
お
役
所
、
会
社
な
ど

は
休
日
で
す
。
 市
内
の
た
い
て

い
の
保
育
園
幼
稚
園
で
は
、
勤

労
感
謝
の
行
事
を
二
十
二
日
に

行
な
い
ま
し
た
が
、
市
円
中
平

井
町
幾
代
が
丘
保
育
園
で
も
数

班
に
わ
か
れ
そ
の
5
ち
年
長
組

の
タ
ン
ポ
ポ
の
ク
ラ
ス
ー
ー十
四

名
が
、
主
任
保
母
の
岩
川
先
生

と
い
つ
し
よ
に
市
役
所
を
訪
問

市
長
室
で
岩
館
助
役
に
花
東
を

贈
り
、
お
み
ゃ
げ
を
贈
ら
れ
大

喜
び
で
し
た
。
 

年
賀
状

は

2
2日ま
で
 

に
出
し

て
く
だ
ざ

い
 

例
年
ど
お
り
年
賀
状
の
特
別

取
扱
い
は
、
十
二
月
十
五
日
か
 
 

ら
ニ
十
二
日
ま
で
で
す
。
 

あ
て
名
は
省
略
し
な
い
で
郵

便
番
号
、
部
道
府
県
名
か
ら
番

地
ま
で
、
同
居
人
あ
て
の
と
き

は
世
帯
主
名
な
ど
の
肩
書
き
、
 

自
分
の
郵
便
番
号
も
忘
れ
ず
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

年
賀
状
を
多
数
お
出
し
に
な

る
と
き
は
市
内
、
県
内
、
そ
の

他
と
い
う
よ
う
に
、
別
々
に
た

ば
ね
．
表
面
に
「
年
賀
郵
便
市

内
」
 
「年
賀
郵
便
県
内
」
 
「
年

賀
郵
便
そ
の
他
」
と
書
い
た

ふ
せ
ん
を
つ
け
て
お
出
し
く
だ

さ
い
。
な
お
官
公
庁
や
会
社
な

ど
で
、
年
始
に
休
業
さ
れ
る
と

こ
ろ
へ
は
、
お
申
出
に
よ
つ
て

年
賀
状
を
年
内
で
も
配
達
し
ま

す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡

願
い
ま
す
。
 

な
お
ま
た
元
且
に
は
．
た
く

さ
ん
の
年
賀
状
を
配
達
し
ま
す

の
で
、
大
型
の
郵
便
函
を
臨
時

に
お
つ
け
く
だ
さ
る
か
、
シ
ヤ

ツ
タ
ー
の
下
の
方
を
少
々
あ
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

日
本
に
郵
便
制
度
が
で
き
た

の
は
明
治
四
年
で
す
。
そ
し
て

は
じ
め
て
は
が
き
が
売
り
出
さ

れ
た
の
は
ニ
年
後
で
す
。
は
が

き
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
れ
を
使
つ
て
年
賀
の
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
明
治
三
十
三
年
に

私
製
は
が
き
が
使
え
る
よ
う
に

な
つ
て
か
ら

ー
そ
う
盛
ん
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

お
年
玉
つ
き

年
賀
は
が
き
は

昭
和
二
十
四
年

か
ら
発
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
の
発
行

数
は
一
億
八
千

枚
で
、
こ
と
し

は
十
五
億
枚
で

す
。
国
民
一
人

あ
た
り
十
五
枚

と
い
う
こ
と
で

す
。
 

毎
年
発
行
さ

れ
る
年
賀
は
が

き
の
寄
付
金
を

合
計
し
ま
す
と

ニ
十
年
間
で
百

億
円
以
上
に
な

り
ま
す
が
、
こ
 

れ
ら
の
お
金
は
老
人
ホ

ー
ム
や

母
子
寮
等
の
淋
し
い
生
活
を
し

て
い
る
人
A
の
た
め
、
ま
た
ガ

ン
、
結
核
小
児
マ
ヒ
等
の
、
 

研
究
等
に
使
わ
れ
て
い
叱
 

（原又三郎氏、 （長尾角左衛門氏） 

六
度
目

の
受
賞
は
東
奥
賞
 

（おみやげを貰って大喜びの子ども達） 



④
 

市政ニユース 

誇りと希望の明るい歌を 
明治 100年記念市民歌募集 

市
で
は
、
明

治
百
年
記
念
と

し
て
五
所
川
原

市
民
歌
を
つ
く
 

る
こ
と
に
な
り

つ
ぎ
に
よ
つ
て

広
募
し
て
い
ま

す
か
ら
、
ど
し

ど
し
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
 

◇
内
容
 
西

北
津
軽
の
中
心

地
で
あ
り
、
め

ざ
ま
し
い
発
展

を
み
せ
て
い
る

五
所
川
原
市
が

明
治
百
年
記
念

と
し
て
将
来
の
 

進
展
を
表
現
、
市
民
が
誇
り
を

も
つ
て
希
望
に
満
ち
、
明
る
く

愛
唱
で
き
る
も
の
 

◇
募
集
メ
切
 
来
年
二
月
十

五
日
 

◇
形
式
 

一
節
七
行
以
内
で

三
節
程
度
 

◇
用
紙
 
四
百
字
詰
原
稿
用

／・
紙
を
使
用
、
 一
人
二
編
ま
で
と
 

x
『
一
編
ご
と
に
住
所
、
氏
名

年
令
ハ
《
職
業を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
賞
 
入
選
一
編
三
万
円
、
 

佳
作
二
編
五
千
円
 

◇
審
査
 
つ
ぎ
の
市
民
歌
審

査
委
員
会
が
、
広
募
し
た
歌
詞

の
審
査
に
あ
た
り
ま
す
が
、
入

選
作
で
も
五
所
川
原
市
民
歌
と

し
て
足
ら
な
い
点
は
補
作
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

審
査
委
員
長

ー
増
田
桓
一
、
 

委
員
ー
藤
田
桂
三
、
平
山
貞
之

助
、
 一
戸
呉
六
、
小
山
吉
之
助

成
田
千
空
 

◇
入
選
発
表
 
来
年
四
月
の

予
定
。
た
だ
し
市
民
歌
の
発
表

は
来
年
八
月
市
制
施
行
十
五
周

年
記
念
五
所
川
原
夏
ま
つ
り
の

予
定
 

◇
応
募
先
 
市
役
所
企
画
総

務
課
市

民
歌
募
集
係
 

サ

イ
レ

ン
が
鳴
り
ま
す
 

市
が
高
瀬
地
区
に
誘
致
し
た

北
越
ヒ
ユ
ー
ム
管
工
場
で
は
、
 

始
業
か
ら
終
業
ま
で
一
日
に
九

回
も
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
 

火
事
と
間
違
う
と
い
け
な
い

の
で
お
知
ち
せ
し
ま
す
。
 

火
事
だ
グ

ー
ー
九
 

赤
電

話
は
通
じ
ま
せ
ん
 

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
「
火

事
は
ど
こ
で
す
か
」
と
、
よ
く

一
一
九
番
へ
問
い
合
わ
せ
す
る

人
が
あ
り
ま
す
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
か
ら
止
め
て
く

だ
さ
い
。

一
一
九
番
は
あ
く
ま

で
火
災
通
報
電
話
で
す
。
 

ま
た
火
災
通
報
は
、
消
防
署

員
が
確
認
す
る
ま
で
、
お
ち
つ

い
て
は
つ
き
り
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
消
防
署
員
が
確
認
し
な

い
う
ち
に
一
方
的
に
あ
わ
て
て

喋
り
ま
く
つ
て
送
話
器
を
お
く

人
が
あ
り
ま
す
が
大
変
な
こ
と

で
す
。
 

な
お
、
赤
電
話
や
ビ
ン
ク
電

話
で
火
災
を
通
報
す
る
場
合
は

必
ら
ず
十
円
を
入
れ
な
い
で
、
 

電
話
の
管
理
人
か
ら
鍵
を
借
り

て
鍵
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

前
の
ま
ま
で
鍵
を
か
け
な
い

で
十
円
を
入
れ
て
も
、
 一
方
通

話
で
消
防
署
か
ら
の
話
し
は
聞

こ
え
ま
丁
が
、
通
報
者
の
話
し

睦
せ
ん
ぜ
ん
消
防
署
に
聞
こ
え

ま
せ
ん
。
 

成
人
の
感
想
文
を
募
集
 

市
教
育
委
員
会
で
は
来
年
成

人
に
な
る
人
D
意
見
や
感
想
文

を
募
集
し
ま
す
。
 

亡
れ
は
成
人
式
を
迎
え
る
に

あ
た
つ
て
、
社
会
人
と
し
て
の

覚
悟
を
あ
ら
た
に
し
、
勤
労
お

よ
び
学
習
の
よ
ろ
こ
び
と
自
分

の
立
場
や
体
験
を
と
お
し
て
の

意
見
や
感
想
文
を
募
集
す
る
も

の
で
す
。
 

市
消
防
本
部
で
は
、
市
内
の

油
火
災
が
十
月
末
日
現
在
で
十

四
件
も
発
生
し
た
た
め
、
こ
の

程
市
内
の
油
類
販
売
業
者
に
集

ま
つ
て
も
ら
い
、
市
火
災
予
防

条
例
に
よ
る
、
あ
き
地
の
な
い

消
費
者
に
は
ド
ラ
ム
缶
で
灯
油

を
売
ら
な
い
よ
う
協
力
を
要
望

し
ま
し
た
。
 

市
火
災
予
防
条
例
に
よ
れ
ば
 

応
募
資
格
は
昭
和
二
十
四
年

中
に
生
ま
れ
、
現
在
本
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
人
で
、
希
望

者
は
五
分
ー
七
分
以
内
で
発
表

で
き
る
よ
う
、
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名

生
年
月
日
、
職
業
ま
た
は
勤
務

先
を
明
記
し
て
．
市
教
育
委
員

会
成
人
式
係
あ
て
十
二
月
二
十

日
ま
で
送
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

市
教
育
長
お
よ
び
市
社
会
教

育
委
員
が
審
査
し
、
優
秀
三
価

ま
で
に
賞
状
、
賞
品
を
贈
り
ま

す
。
ま
た
来
年

一
月
十
五
日
市

数
育
委
員
会
が
主
催
す
る
成
人

式
で
こ
の
三
名
に
発
表
し
て
も

ら
い
ま
す
。
 

す

べ
て
の

税
金
を
完

納
し

て
新
し

い
年
を

迎
え
て

く
だ

さ
い
 

市
で
は
十
一
月
一
日
か
ら
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
を
市
税
完

納
強
調
月
間
に
定
め
、
納
税
者

の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
 お
手
許
の
納
税

通
知
書
を
今
一
度
あ
ら
た
め
て

く
だ
さ
い
。
市
県
民
税
、
保
険

税
と
も
納
期
限
は
十
二
月
二
t
 

八
日
で
す
。
 

ま
た
、
つ
ぎ
の
金
融
機
関
で

も
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
 

青
森
銀
行
、
弘
前
相
互
銀
行

青
和
銀
行
、
津
軽
信
用
金
庫
各

支
店
、
西
北
信
用
組
合
、
青
森

銀
行
原
子
支
店
、
浪
岡
信
用
金

庫
七
和
支
店
、
市
農
協
三
好
支

所
。
 

な
お
、
市
内
の
納
税
貯
蓄
組
 

一
般
家
庭
で
ド
ラ
ム
缶
で
灯
油

を
保
管
す
る
場
合
は
、
 一
定
の

あ
き
地
と
不
燃
資
材
で
建
て
た

保
管
庫
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
o
 と
に
か
く
ド
ラ
ム
缶
で
保

管
す
る
場
合
は
、
市
消
防
本
部

に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

保
管
届
出
様
式
な
ど
は
業
者
や

市
消
防
本
部
に
聞
い
て
く
だ
さ
 

、
。
 

し
 
 

合
は
、
百
六
十
八
組
合
で
六
千

二
百
四
十
世
帯
が
加
入
し
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
方
は
計
画
的

な
納
税
準
備
予
金
で
、
す
べ
て

完
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

組
合
に
入
つ
て
い
な
い
方
は
、
 

納
め
や
す
い
納
税
貯
蓄
組
合
に

す
ぐ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

保
育

所
入
所
児
募
集
 

市
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
来
年

四
月
一
日
か
ら
保
育
す
る
児
童

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 
十
二
月
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
 

◇
対
象
児
童
 
家
庭
保
育
が

で
き
な
い
事
情
に
あ
る
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
。
 

◇
市
が
実
態
調
査
の
上
、
入

所
決
定
し
ま
す
 

◇
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務

所
、
市
役
所
の
各
支
所
及
び
つ

ぎ
の
各
保
育
園
 

◇
保
育
園
名
及
び
募
集
人
員

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

柳
町
・
五
所
川
原
保
育
園
百

二
十
名
、
飯
詰
・
若
葉
保
育
園

六
十
名
、
鶴
ケ
岡
・
三
好
保
育

園
六
十
名
，
湊

・
さ
か
え
保
育

園
六
十
名
、
藻
川
保
育
園
六
十

名
、
ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
九

十
名
、
川
山

・
中
川
保
育
園
六

十
名
、
羽
野
木
沢

・
七
和
保
育

園
六
十
名
、
鎌
谷
町
・
か
ま
や

保
育
園
六
十
名
（
来
年
四
月
一

日
新
設
・
開
設
者
木
村
京
子
）
 

米
田
（
松島
小
学
校
前
）津
軽
野

保
育
園
六
十
名
（
来
年
四
月
一

日
新
設
・
開
設
者
渋
谷
守
夫
）
 

市
職
員

募
集
 

①
採
用
職
種
 
一
般
事
務
職

③
採
用
人
員
 
若
干
名
 

③
試
験
期
日
 
来
年
一
屈
f
 

九
日
 
（
日
）
 

④
試
験
方
法
 
筆
記
試
験
 

⑥
試
験
科
目
 
一
般
常
識

・

作
文
 

④
受
験
資
格
 
来
年
匹
月

一

日
現
在
で
「
高
校
卒
の

場
合
は
二
十
三
才
以
下

大
学
卒
の
場
合
は
二
十

五
才
以
下
の
者
（
来
年

三
月
卒
業
見
込
み
の
者

を
含
む
）
 

⑦
受
験
申
込
 
返
信
用
切
手

を
同
封
の
う
え
人
事
課

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
 

冒
捻
蟹
望

日
必
着
 

ド

ラ
 
ム
 缶
は
届
出
を
 

こ

と
し

市
内
の
油
火
災

1
4件
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